
（別紙３）

～ 令和7　年　10　月　31　日

（対象者数） 15 （回答者数） 10

～ 令和7　年　10　月　31　日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者様との面談や送迎時に情報共有を図

り、ご要望、困りごと等確認する。

2

他者との一体感や交流を楽しむ。

3

関係者間で情報共有。

保護者様の主訴やアセスメントを確認し、

専門的な支援を実施する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

求人募集を行っている。

2

利用者様・保護者様が楽しめるようイベン

トを企画し、実施できるよう検討してい

く。

3

一人ひとりに合わせた支援を行う 個別活動に力を入れ、特性に合った支援を行っている。

全身運動・ボール遊び等行い、運動能力発達を支援す

る。

遊び・絵本の読み聞かせ等楽しみながら、発語を促す。

講師の先生による音楽療法 リズム遊び・楽器遊び等行い、音に対する

興味関心を育む。

音に合わせてスカーフを動かし、色や動き

の変化を楽しみ視覚や注意力を育む。

公認心理師による個別療育を行っている 計画に基づきサービスを提供し、定期的に

モニタリング実施。

計画の見直しや更新を行う。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

理学療法士・作業療法士が施設に在籍して

いない。

リハビリ等必要な利用者様に必要な支援が

できていない。

保護者様を招いてのイベント実施 スタッフ不足等あり、企画はあるが実施で

きていない。

令和7　年　10　月　13　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7　年　11　月　6　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 重症児者デイサービスえん　（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7　年　10　月　13　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


